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桜島火山で発生する火砕流を伴う噴火のメカニズム 
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Vulcanian eruptions of Sakurajima volcano have occurred at the Minamidake crater at the summit since 1955. 
Principal eruptive activity shifted to the Showa crater at the eastern flank of the summit in 2006. The eruptions at 
the Showa crater become active and are sometimes accompanied with small pyroclastic flows. It is important to 
understand the mechanism of generation of pyroclastic flow for volcanic disaster prevention. We research patterns 
of inflation and precursory earthquakes before eruptions and characteristics of waveform of eruption earthquakes 
accompanied with the pyroclastic flow. 
 

１．はじめに 

桜島火山では 1955年以降、山頂火口においてブ

ルカノ式と呼ばれる爆発的噴火を繰り返している。

東側山腹の昭和火口では 2006 年に 58 年ぶりに噴

火が再開し、2009年以降、噴火活動が活発化して

いる。2010年から 2013年まで毎年 1000回近くの

爆発的噴火を繰り返しており、爆発回数の増加と

ともに噴火規模が大きくなっている。2014年は爆

発回数が約 500回と減少したが、噴煙高度が 3000

～5000ｍに達する噴火が多く発生している。爆発

的噴火の特徴として、火山弾の放出、衝撃波の発

生、急激な火山灰や火山ガスの放出が上げられる

が、山腹にある昭和火口の爆発的噴火ではそれら

に加えて、火砕流の発生が上げられる。 

火砕流は高温の火砕物や火山ガスが山腹斜面を

高速で流れ下るもので、火山噴火の中で最も危険

な現象の一つである。気象庁によると 2006 年～

2014 年に 37 回の火砕流発生が観測されている。

すべての爆発的噴火において火砕流を伴うわけで

はなく、同規模の爆発的噴火でも火砕流が発生し

ない場合が多く、昭和火口における火砕流発生メ

カニズムの解明には至っていない。今後、昭和火

口の噴火活動がさらに活発化した際には、大規模

な火砕流の発生も考えられ、その発生予測が防災

上、必要不可欠であり、そのためには昭和火口で

発生する火砕流を伴う噴火の発生メカニズムを解

明することが重要である。本研究では地球物理学

的火山観測から火砕流発生を決定付ける要因を検

出し、噴火準備過程の段階で火砕流の発生予測を

行うことを目的とする。 

２．解析 

火砕流の発生メカニズムを解明する上で重要な

情報は爆発時の火道内の物理状況である。爆発前

に発生する前駆地震や微動、山体膨張、爆発的噴

火に伴う爆発地震、火口底のガス溜まりにおける

圧力蓄積などに火道内の物理状況を知る情報が含

まれていると考えられる。地盤変動、火山性地震、

空気振動、火山ガス、映像等の観測によって爆発

的噴火および火砕流のデータを収集し、火砕流発

生に関わる物理パラメータを明らかにする必要が

ある。 

爆発前には山体膨張を示す地盤変動が観測され

る。膨張は噴火の 30分～3時間ほど前から開始す

るものがほとんどであるが、火砕流を伴う噴火の

膨張はその中でも比較的長い時間をかけているも

のが多い。また、爆発前に前駆地震を伴う事象が

観測されることがある。前駆地震は時間とともに

発生頻度が上がり、振幅が大きくなる傾向がある。

火砕流を伴う噴火の前に発生する前駆地震は、発

生頻度は多いものの、振幅はさほど大きくならず

に噴火に至る傾向がある。 

爆発地震には初動の後に火道の収縮によって生

じていると考えられる振幅の大きな引き波（D相）

が見られる（Tameguri et al., 2002）。火砕流を

伴う爆発的噴火の爆発地震では D 相のパルス幅が

通常の爆発と比較して 0.1～0.2 秒長いものが

75％を占めている。本発表では爆発的噴火前に観

測される地盤変動の膨張と火山性地震の発生パタ

ーンなどから火砕流が発生する火道内の状況につ

いて考察を行う。 
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